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〈年　　譜〉
〔学歴・職歴・学会活動〕
1968年　岐阜県立岐阜北高等学校卒業
1972年　南山大学文学部仏文学科卒業
1972年～1973年　（財）ラボ教育センター中部支社教育管理課
1973年～1981年　（財）海外技術者研修協会中部研修センター非常勤講師（日本語担当）
1979年～1985年　名古屋外国語専門学校非常勤講師（日本語担当）
1984年～1993年　名古屋大学総合言語センター日本語学科非常勤講師（日本語担当）
1990年～1993年　三重大学人文学部一般教育非常勤講師（日本語・日本事情担当）
1994年　台湾東呉大学夏期集中コース講師（上級日本語会話担当）
1995年　名古屋大学大学院文学研究科日本言語文化専攻博士前期課程修了〔修士（学術）〕
1995年～1996年　日本福祉大学非常勤講師（日本語担当）
1995年～1998年　愛知教育大学非常勤講師（日本語担当）
1995年～1998年　椙山女学園大学文学部・人間関係学部非常勤講師（日本語担当）
1996年～1998年　愛知学院大学文学部日本文化学科非常勤講師（日本語教育論担当）
1997年　名古屋外国語大学非常勤講師（モントレー国際大学交換プログラム担当）
1997年～1998年　名古屋外国語大学非常勤講師（日本語教授法2担当）
1998年　名古屋大学大学院文学研究科日本言語文化専攻博士後期課程満期退学
1998年～1999年　名古屋大学大学院国際言語文化研究科日本言語文化専攻助手
1998年～1999年　名古屋外国語大学非常勤講師（日本語教授法，日本語構造論担当）
1999年　名古屋大学大学院文学研究科日本言語文化専攻博士（学術）学位取得
1999年～2015年　名古屋外国語大学外国語学部日本語学科助教授（2006年より同・教授）
2000年～2004年　日本語教育方法研究会中部地区委員
2000年～2002年　『第2言語としての日本語の習得研究』編集委員
2001年～2009年　椙山女学園大学文学部非常勤講師（日本語教材・教具研究担当）
2001年～2002年　『第2言語としての日本語の習得研究』事務局長
2001年～2005年　日本語教育学会学会誌査読協力者
2005年～2007年　大学日本語教員養成課程研究協議会理事
2005年～2009年　日本語教育学会学会誌委員
2007年～2009年　大学日本語教員養成課程研究協議会事務局
2007年～2011年　日本語教育学会研究集会委員
2009年～2011年　大学日本語教員養成課程研究協議会監事
2009年～2011年　日本語教育学会学会誌査読協力者
2009年～2012年　日本語教育学会評議員
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2011年～2015年　日本語教育学会学会誌主査委員
〔主要研究業績，科学研究費補助金研究等〕
1988年　『現代日本語コース中級Ⅰ』（共著）
1989年　『外国人のための進学ガイド』「日本語能力試験対策問題」（共著）
1989年　「日本語教育の聴解指導」（『日本語学』第8巻11号）
1990年　『現代日本語コース中級Ⅱ』（共著）
1991年　「日本語教育方法としてのディベート」（『日本語教育論集』第2号）
1991年　「日本語研修コース修了試験作成の試み」（『日本語教育』75号）
1992年　『現代日本語コース中級Ⅰ聴解ワークシート』（共著）
1992年　『現代日本語コース中級Ⅱ聴解ワークシート』（共著）
1993年　「A Course in Modern Japanese Vol.1,2「会話文」による場面・表現意図シラバス
中心の会話教育の試み」（『名古屋大学日本語・日本文化論集』第1号）
1994年　『講義・講演を聴く』（共著）
1994年～1996年　科学研究補助金（基盤研究（A）研究代表者：土岐哲）「就労を目的と
して滞在する外国人の日本語習得過程と習得にかかわる要因の多角的研究」研
究協力者
1995年　「日本語母語話者と日本語学習者（中国人）に見られる独話聞き取りのストラ
テジー」（『日本語教育』87号）
1995年　「独話聞き取りにおける聞き方のタイプ」（『ことばの科学』第8号）
1996年　「独話聞き取りに見られる問題処理のストラテジー」（『世界の日本語教育』第6号）
1996年　「独話聞き取りに影響を及ぼす要因をめぐって－テキスト構造の差異を中心に－」
（『ことばの科学』第9号）
1999年　「テキスト構造が聞き取りに与える効果－日本語母語話者と中国人日本語学習
者の場合－」（『名古屋外国語大学外国語学部紀要』第20号）
1999年～2002年　科学研究費補助金（基盤研究B（2）研究代表者：鈴木庸子）「外国語
学習における独習型読書支援システムの開発と利用に関する基礎的研究」研究
協力者
2001年　日本語教育学会主催「平成12年度日本語教育研究コース第2期テーマ別研究セ
ミナー「聴解」講師
2003年　「上級日本語学習者の聞き取り上の問題－聞き取り過程のプロトコル分析から－」
（『日本語文学』第15号）
2005年　「日本人学生の体験談の構造分析」（『イタリア日本語教育協会第3回日本語日本
語教育学会論文集』）
2005年～2007年　科学研究費補助金（基盤研究（B）研究代表者：カッケンブッシュ寛
子）「連想法による韓国語話者用ひらがな学習教材開発のための基礎的研究」研
究分担者
2009年　「韓国人高校生のためのIS連想法ひらがな学習カードの評価―記憶方略および
ARCS動機付けモデルの観点から―」（『言語と文化』第20号）
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献　辞
　水田澄子教授は、名古屋外国語大学日本語学科創設時からのメンバーと
して、2015年3月のご退職までの間、学生の指導と学科の運営に多大の貢
献をしてこられた。
　水田教授は、南山大学文学部仏文学科を卒業後、1973年に(財)海外技術
者研修協会中部研修センターにおいて外国人研修生に対する日本語教授を
担当されて以来、名古屋大学、三重大学、愛知教育大学、椙山女学園大学、
日本福祉大学、愛知学院大学などで、留学生に対する日本語教育に従事さ
れた。
　この間、名古屋大学大学院文学研究科（日本言語文化専攻）において、
特に日本語音声の研究と日本語教育における音声指導の理論化を進められ
た。1995年に修士、1999年に博士の学位を取得されている。博士論文「独
話聞き取りの諸相に関する実証的研究－テキスト構造・ストラテジーと聞
き取りの精度との関連について－」は、日本語教授現場での経験を踏まえ、
日本語学習者の問題点を言語理論の面から詳細に分析した労作である。
　本学への出講は、1997年夏季の「モントレー国際大学交換プログラム」、
同年2期からの「日本語教授法」等のご担当に始まる。1998年度、名古屋
大学大学院国際言語文化研究科助手としての勤務を経て、1999年4月に開
設された本学外国語学部日本語学科に助教授として着任、2006年度以降は
教授として、学部および大学院日本語コミュニケーションコースでの講義
担当、学生指導に当たられた。
　名古屋外国語大学日本語学科および大学院日本語コミュニケーション
コースは、外国人に対する日本語教育を担う人材の育成を主要な教育目標
の一つとして、当初から掲げてきた。その中にあって、水田教授は、日本
語教育現場での豊富な経験とその理論化に基づき、研究能力に加えて実践
的な教授能力を備えた多くの教師たちを送り出されたのである。
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　特に、教員養成に欠かせない教壇実習を授業科目として確立されたこと
は、最も顕著な貢献であった。釜山外国語大学校における毎年の日本語教
育実習の指導を開始以来担当され、教授内容の分析、授業計画の作成、さ
らには、教育現場での教師としてのふるまいや異文化への対処など、総合
的、実践的な学びの場を実習生のために確立なさった。この実習の経験を
通じて日本語教師への道を歩むことを選択した学生は多数にのぼる。
　また、大学院教育においても、多くの学位論文を指導された。その多く
は、外国人日本語学習者の学習状況や学習困難点を分析し理論づける研究
であり、水田教授の研究と教授経験が存分に反映されたものであった。
　社会における現実の言語使用を学生の能力開発に結び付ける教育、真に
役立つ外国語学習を実現するための研究、異文化の間で活躍する人材の育
成など、日本語学科が任務としてきた教学活動は、将来にわたって継続さ
れる。創設から16年の長きにわたり、水田教授が担ってこられた役割を
引き継ぐことの困難さがあらためて思われるが、その功績に深く感謝しつ
つ、さらなる発展を目指すことが、われわれの務めである。
 （日本語学科長　中道真木男）
